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資料２－５（１）



職業実践専門課程等を通じた専修学校の質保証・向上の推進

「情報・IT系職業実践専門課程における教員研修と第三者評価基準の構築」 取組概要
（情報科学専門学校）

○専修学校
札幌情報未来専門学校、中央情報経理専門学校、情報科学専門学校

○認証機関等
永和監査法人、JAMOTE認証サービス（株）、（株）浜銀総合研究所
○企業等
神奈川県情報サービス産業協会、NPO情報セキュリティフォーラム

取り組みの概要

コンソーシアム実施委員会

情報・ＩＴ系職業実践専門課程に関して、(1)情報・ＩＴ系職業実践専門課程に適した第三者評価の評価基準（組
織運営のシステム・体制の妥当性、教育の内容・水準・成果等）・評価を行う体制の構築ガイドラインを示した。
さらに、(2)教員のキャリアパスや能力に応じた体系的な教員研修を企画し、試行を行った。
(1)第三者評価の評価基準・体制の構築・実証においては、大学等の認証評価、学習サービスの国際規格等と
の水準比較を行いながら、①情報・ＩＴ系職業実践専門課程に適した第三者評価の評価基準を具体的に示し、
②文科省「自己評価表（例）」を国際通用性を持たせた自己点検・評価表に改訂した。また、③情報・ＩＴ系職業
実践専門課程の第三者評価を実施するための手順書を作成した。
(2)体系的な教員研修の企画運用システムの構築・試行においては、産業界との関与を十分に確保し、①最新
の実務知識・技能を教育内容・教育方法に反映させるための研修を企画し実施するとともに、②教員としての指
導力を向上させるための研修も企画し実施した。
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第三者評価基準検討にあたっての観点

第三者評価基準の検討にあたり、文科省より第１回連絡調整会議にて示さ
れた以下の観点のうち、特に「(3)学修成果等」の評価基準の検討を重視

（１）設置基準等
専修学校設置基準等に適合していることを認定します。
・ 教員資格、教員数
・ 授業時数
・ 校地校舎の面積、設備

（２）職業実践専門課程認定要件
職業実践専門課程の各認定要件に適合していることを認定します。
・ 教育課程編成委員会等の委員構成、開催回数、教育課程の編成内容
・ 企業等と連携した実習・演習等の実施
・ 企業等と連携した学校関係者評価の実施・公表
・ ホームページにおける情報提供

（３）学修成果等
認定課程が目的・目標に設定している学修成果等が達成できているかどうかを評価します。
・ 職業実践専門課程認定要件に係る教育内容等

職業実践専門課程の各認定要件に係る学校の教育内容等（教員組織、教育課程、施設
及び設備等）が、目的・目的達成のために適切に機能しているか

・ 上記以外の教育内容等
教育課程や教育施設・設備等が目的・目標達成のために適切なものか。 等

（４）内部質保証
機関内部の質保証の取組や手続きを整備し、それが機能しているかを評価します。

重視



情報・IT分野の第三者評価基準検討の進め方
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情報処理推進機構（IPA）のITスキル標準センターにより作成されたCCSF（Common 
Career Skill Framework）を参照し、本学（情報科学専門学校）の職業実践専門課程認
定学科（情報処理科、Web技術科、先端ITシステム科、情報セキュリティ学科）で学ぶ
科目や習得するスキルと、CCSFで定義されているタスクやスキルとの比較を行い、必
要スキルの選定を行う。

各学科で目指している職種と紐付けられるCCSFの職種、人材像で必要とされるスキ
ルレベルを学生の到達目標として設定し、各学科のカリキュラムを学ぶことで得られ
るアウトカムとしてのスキルセットとスキルレベルを明確にする。同時に、教員に求め
られるコンピテンシーを整理する。

これらの要件（目標）を達成するために必要な教育課程（カリキュラム・テキスト、教員、
設備など）を第三者が評価するために必要な基準を作成するとともに、文科省「自己
評価表（例）」を国際通用性を持たせた内容に改訂する。

次年度以降、他の情報・IT系の専門学校においても第三者評価の評価基準・体制が
構築できるよう、その手順等についてのフレームづくりを実施する。

①自己点検・評価表 ②第三者評価基準書 ③第三者評価実施手順書

成果物



CCSF(共通キャリア・スキルフレームワーク)とは
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我が国の国際競争力の強化や社会システムの健全な発展を支える人的基盤として必要と
される高度IT人材について、人材像と保有すべき能力や果たすべき役割（貢献）の観点か
ら整理した共通の人材育成・評価のための枠組み。
CCSFは、ITスキル標準（ITSS）、組込みスキル標準（ETSS）、情報システムユーザスキル標準
（UISS）の３スキル標準や情報処理技術者試験など、各種IT人材評価指標が参照すべき共
通のモデルを提供するもの。
IT人材に対して、異なる業務ドメインや職種へ移っても元の職種でのレベルと新たな職種
でのレベルの相違や求められるスキルや知識の相違の理解を可能とし、プロフェッショナ
ルとしての成長目標に資する枠組みを提供。

出典：共通キャリア・スキルフレームワーク（第１版・追補版） https://www.ipa.go.jp/files/000027171.pdf
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CCSFの構造

出典：共通キャリア・スキルフレームワーク（第１版・追補版） https://www.ipa.go.jp/files/000027171.pdf

人材像／職種の数：35
専門分野の数：70



本学で目指す職種（育成する人材像）

7

アプリケーションスペシャリスト



学修成果の評価基準作成手順の検討

第三者評価基準の検討
CCSFとのマッピング

評価対象とする学科の
カリキュラムでの検証

ｱｳﾄｶﾑ・ｺﾝﾋﾟﾃﾝｼｰの整理

第三者評価の評価基準検討の流れ
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CCSF

Web技術科

情報処理科

先端ITｼｽﾃﾑ科

情報ｾｷｭﾘﾃｨ学科

情報処理科

教育課程
カリキュラム・テキスト
教員
設備 従属

アウトカム
（～ができる）

教員のｺﾝﾋﾟﾃﾝｼｰ
（教員資格）

カリキュラム編成会議

自己点検・評価

学校関係者評価

第三者評価

受講者のレベル
（ISOでの要求事項）

企業実習
（アウトカムから派生）

比較・マッピング

評価

PDCA

ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ
（職種・レベルの
マッピング結果）

継続的に
紐付け

情報科学専門学校
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学修成果の評価基準作成手順
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学修成果の評価基準作成手順の概要

各学科で目指す"コア職種"で必要とされるタスクの絞り込み

授業科目・タスク・スキル クロスリファレンスの作成

各授業科目で目標とするスキルレベルの入力

既存カリキュラムでカバーしているタスク・スキルの整理

教員に求められるコンピテンシーの整理

各学科で目指す職種とCCSFの職種名とのマッピングStep1

Step2

Step3

Step4

Step5

Step6



Step1-1 CCSFの職種名とのマッピング
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ITSSの職種、
専門分野

対象とする学科で主
として目指す“コア職
種”を設定する
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Step1-2 目標とする人材（コア職種）の設定(1/3)

ITSSの職種定義

職種名 専門分野
職種定義

職種の説明 専門分野の説明

アプリケーション
スペシャリスト

業務システム 業種固有業務や汎用業務において、アプ
リケーション開発やパッケージ導入に関
する専門技術を活用し、業務上の課題解
決に係わるアプリケーションの設計、開
発、構築、導入、テスト及び保守を実施
する。構築したアプリケーションの品質
（機能性、回復性、利便性等）に責任を持
つ。

ＩＴ投資の局面においては、開発（コンポ
ネント設計（業務）、ソリューション構築
（開発、構築））及び運用、保守（ソリュー
ション運用（業務）、ソリューション保守
（業務））を主な活動領域とする。

業務に関するユーザの要望を分析し、業務システムの設
計、開発、運用、保守を行う。

ＩＴ投資局面における活動領域では、当該業務ソリュー
ションに関する以下の作業を実施する
－開発
・アプリケーションコンポネントの分析、設計
・アプリケーションコンポネントの開発、実装、テスト
－運用、保守
・アプリケーションコンポネントの運用
・アプリケーションコンポネントの保守

業務パッケー
ジ

適用業務パッケージの機能とそのポータビリティーを十分
に理解した上で、業務に関するユーザの要望を把握し、
パッケージのカスタマイズ、機能追加、導入及び保守を行
う。

ＩＴ投資局面における活動領域では、当該業務パッケージ
に関する以下の作業を実施する
－開発
・詳細フィット＆ギャップ分析設計

・要求仕様に合わせたカスタマイズ設計（追加機能設計を
含む）

・追加機能開発（カスタマイズで実現出来ない部分の追加
開発）
・パッケージコンポネントの実装、テスト
－運用、保守
・パッケージコンポネントの運用
・パッケージコンポネントの保守

■CCSF(ITSS)における職種定義 - アプリケーションスペシャリスト
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■“コア職種”としたアプリケーションスペシャリストで求められるタスクの概観

Step1-2 目標とする人材（コア職種）の設定(2/3)

（CCSF タスクモデル（大分類）構成図をもとに作成）



育成する人材像（目指す職種）

– アプリケーションスペシャリスト

学習内容

– プログラミング言語やデータベースを用いて、設計、
開発、テストを行い、企業等連携を通して実践的な技
術をマスターする。

学修成果（到達目標）

– アプリケーションシステムを開発する工程の流れを理
解し実践できること

– アプリケーションシステム開発における基礎的なプロ
ジェクト管理技法を理解できること

– アプリケーションシステムの成果物が作成できること
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Step1-2 目標とする人材（コア職種）の設定(3/3)



Step2 “コア職種”で必要とされるタスクの絞り込み
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CCSF 人材像・タスク クロスリファレンス

ⅰ）対象とする学
科で目指すコア職
種の列のみを残す

ⅰ）情報処理科で
目指す職種と対応
する列のみを残す

ⅱ）目指すコア職
種のコアタスク以
外のタスク（＝行）
は、削除する



Step3 授業科目・ﾀｽｸ・ｽｷﾙｸﾛｽﾘﾌｧﾚﾝｽの作成
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授業科目・タスク・スキル クロスリファレンス

ⅳ）対象とする
学科の授業科目
の列を作成するⅲ）残ったタスクに

対応するスキルの
列を追加する



Step4 習得目標とするスキルレベルの入力
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授業科目・タスク・スキル クロスリファレンスへの入力

ⅴ）対象とする学科の
授業科目で習得できる
水準（スキルレベル）を
判断し、入力する

【CCSFスキルレベルの基準】
ランク０（R0）：知識・経験なし
ランク１（R1）：トレーニングを受けた程度の知識あり
ランク２（R2）：サポートがあれば実施できる、

サポートを受けながら実施した経験あり
ランク３（R3）：独力で実施できる、経験あり
ランク４（R4）：他者を指導できる、経験あり



Step5 既存ｶﾘｷｭﾗﾑでｶﾊﾞｰしているﾀｽｸ・ｽｷﾙの整理
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分類 ①項目数
②情報処理科で
習得可能な項目数

③カバー率
（②÷①）

備考

タスク大分類 4 3 75% 「新ビジネス・新技術に関する研究・検証と支
援」が未対応

タスク中分類 17 16 94% 「再利用施策管理プロセス」が未対応

タスク小分類 49 42 86% 「移行計画」および「再利用施策管理プロセ
ス」に関する項目が未対応

スキル項目 161 146 91% 同上

■成果と課題
CCSFで定義されている「アプリケーションスペシャリスト」を育成する人材像として設定
し、評価対象とする学科（情報処理科）のカリキュラムにおいて、その人材像で求めら
れるスキルをどの水準まで習得可能かを明確にすることができた
CCSFで定義されている「アプリケーションスペシャリスト」で求められるスキル項目のう
ち、「移行計画」に関するスキル項目（9項目）と「再利用施策管理プロセス」に関する
スキル項目（6項目）が、現在のカリキュラムには含まれておらず、次年度のカリキュ
ラム検討の際の課題として明確にすることができた
CCSFの改訂（2014年7月にiコンピテンシ・ディクショナリに改訂）やスキル項目の改訂
に合わせて、同様な手法でPDCAサイクルをまわすことで、時勢に即したカリキュラム
を構築していくことができる

■評価対象の学科でカバーしているタスク・スキルの整理
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Step6 教員に求められるコンピテンシーの整理

タスク大分類 タスク中分類
学生の目標とする
スキルレベル

教員に求められる
スキルレベル

システム開発・構築>アプリケーションシステム ソフトウェア要求分析 ランク１ 基本的にランク４と設定

ソフトウェア方式設計 ランク１～ランク２ 同上

業務プロセスの設計 ランク２ 同上

運用・移行設計 ランク１ 同上

システムテスト計画 ランク１ 同上

開発環境の構築 ランク１ 同上

アプリケーション開発 ランク１～ランク２ 同上

アプリケーション基盤の構築・テスト ランク１ 同上

テスト ランク１ 同上

システム開発・構築>システム受入・導入 テスト ランク１ 同上

導入 ランク１ 同上

システム保守 保守計画 ランク１ 同上

問題管理 ランク１ 同上

保守の実施 ランク１ 同上

移行 ランク１ 同上

システム又はソフトウェアの破棄 ランク１ 同上

新ビジネス・新技術に関する研究・検証と支援 再利用施策管理プロセス ランク１ 同上

学生の習得目標とするスキルセットに対して教員に求められるスキルレベルを設定する


